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国内学会発表 31 笹野央, ⼤岸陸, 後藤研⼈, 久代聖⼦, ⾦井美紀, ⾼齢者医療施設における抗菌薬治療⽇数 (DOT) と抗菌薬スペクトル適⽤⽇数 (DASC) を⽤いたAntimicrobial stewardship の評価, 第98
回⽇本感染症学会学術講演会／第72回⽇本化学療法学会総会, 兵庫県神⼾市, 2024年6⽉29⽇

国内学会発表 32 福⽥洋. 健康教育、ヘルスプロモーション分野の国際学会発表の活性化（第２報）〜ICOHとIUHPEの⽐較から考える. 第32回⽇本健康教育学会学術⼤会, 公⽴⼤学法⼈⻑野県⽴⼤学, ⻑野県
⻑野市, 2024年7⽉7⽇

国内学会発表 33 ⻄﨑 祐史, -夜尿症診療の襷（たすき）をつなぐ- エビデンスに基づいた⾄適な卒後臨床研修環境を考える, 2第35回⽇本夜尿症・尿失禁学会 学術集会,東京都千代⽥区,2024年7⽉28⽇,

国内学会発表 34 ⻄崎 祐史,オンデマンドシンポジウム　座⻑　卒後臨床研修ダイバーシティ-多様な視点からの学び-, 第56回⽇本医学教育学会⼤会,東京都板橋区 ,2024年8⽉10⽇

国内学会発表 35
宮上 泰樹, ⻄崎 祐史, 志⽔ 太郎, 鋪野 紀好, ⼭本 祐, ⽚岡 恒史, Deshpande Gautam, 内藤 俊夫, 徳⽥ 安春,研修医に対する適切な外来患者研修の検討　全国横断研究(Examination
of optimal outpatient training for resident doctors: a nationwide cross-sectional study　優秀発表賞セッション2  Awards for Academic Excellence 2　Young Investigator
Award, 第56回⽇本医学教育学会⼤会,東京都板橋区 ,2024年8⽉10⽇

国内学会発表 36 渡邊 祐,宮上 泰樹,志⽔ 太郎,⻄﨑 祐史,浮島 翔,⼭藤 光⼀郎,久代 聖⼦,⻘⽊ のぞみ,鈴⽊ まゆ,⾦澤 晶雄,内藤 俊夫,初診外来から直接⼊院となった患者の診断エラーの頻度や誘因を調査した
研究,第29回⽇本病院総合診療医学会学術総会,東京都江東区,2024年9⽉7⽇

国内学会発表 37 宮上泰樹ら, 「⽇本病院総合診療医学会若⼿部会・⽇本臨床疫学会ジョイント企画 academic generalist を⽬指す若⼿医師のための臨床研究デザインことはじめ」)
第29回⽇本病院総合診療医学会学術総会,東京都江東区,2024年9⽉7⽇

国内学会発表 38 宮上泰樹ら「病院総合診療医が悩む問題のProsandCons―誤嚥性肺炎を深掘りする」第29回⽇本病院総合診療医学会学術総会,東京都江東区,2024年9⽉7⽇

国内学会発表 39 宮上泰樹ら「JAMEP×若⼿部会企画 臨床研修医にとって適切な内科研修とは︖︕内科をいかに学ぶかで研修が変わる︕」第29回⽇本病院総合診療医学会学術総会,東京都江東区,2024年9⽉7
⽇

国内学会発表 40 多胡雅毅、鋪野紀好、志⽔太郎、佐々⽊陽典、和⾜孝之、髙橋宏瑞、総合診療医の分類⼿法の開発－総合診療医学の明確なエビデンスを構築するために－、第29回⽇本病院総合診療医学会学
術総会,福岡県福岡市,2024年9⽉7⽇

国内学会発表 41 多胡雅毅、鋪野紀好、志⽔太郎、佐々⽊陽典、和⾜孝之、髙橋宏瑞、横瀬允史、江副優彦、原⽥愛⼦、⽯瀬裕⼦、病院総合診療専⾨研修と試験のTips－FHGM 1期⽣の経験から学ぶ－、第29
回⽇本病院総合診療医学会学術集会,福岡県福岡市,2024年9⽉7⽇

国内学会発表 42 多胡雅毅、鋪野紀好、吉村⽂孝、國友耕太郎、志⽔太郎、佐々⽊陽典、和⾜孝之、髙橋宏瑞、症例検討から学ぶ診断推論戦略 by JUGLER（Vol.10）、第29回⽇本病院総合診療医学会学術
集会、福岡県福岡市,2024年9⽉7⽇

国内学会発表 43 多胡雅毅、鋪野紀好、志⽔太郎、佐々⽊陽典、和⾜孝之、髙橋宏瑞、ホスピタリストブートキャンプ vol.2 〜外来診療応⽤編、第29回⽇本病院総合診療医学会学術集会、福岡県福岡市,2024年9
⽉7⽇

国内学会発表 44 髙橋宏瑞、鋪野紀好、近藤 猛、永井 翔、相⼭佑樹、榎本明⼦、来住 稔、友⽥義崇、AI模擬患者を⽤いた外来シミュレーション教育、第29回⽇本病院総合診療医学会学術集会、福岡県福岡
市,2024年9⽉7⽇

国内学会発表 45 髙橋宏瑞、AI模擬患者を使った問診分析の提案、第29回⽇本病院総合診療医学会学術集会、福岡県福岡市,2024年9⽉7⽇

国内学会発表 46 内⽥⼤海, 峯 優⼀郎　ジョイントプログラム3 ― 謎解き感染症診療　第30回⽇本病院総合診療医学会学術総会、福岡県福岡市,2024年9⽉7⽇

国内学会発表 47 城⼾ 秀倫,⼩出 寛,池上 貴⼦、韓 敏,加藤 俊介,内藤 俊夫,がんにおける糖集積とがん遺伝⼦変異群の関連について,第29回⽇本病院総合診療医学会学術総会,東京都江東区,2024年9⽉8⽇

国内学会発表 48 城⼾ 秀倫,横川 博英,鈴⽊ ⿇⾐,内藤 俊夫,⼤腸がんと⾷事摂取内容との関連に関する検討,第29回⽇本病院総合診療医学会学術総会,東京都江東区,2024年9⽉8⽇

国内学会発表 49 宮上 泰樹,⻄﨑 祐史,⼭⼝ 浩平,今⽥ 良⼦,坂⼊ みずき,⻘⽊ のぞみ,久代 聖⼦,梁 広⽯,⽚岡 恒史,野島 正寛,森川 暢,⼾原 ⽞,内藤 俊夫,誤嚥性肺炎再発予防における⻭科医師による⼝腔ケ
アの有効性,第29回⽇本病院総合診療医学会学術総会,東京都江東区,2024年9⽉8⽇

国内学会発表 50 宮上泰樹ら「若⼿部会FacultyDevelopment企画〜病院総合診療医がもっと輝くためのキャリアの話〜」第29回⽇本病院総合診療医学会学術総会,東京江東区,2024年9⽉8⽇

国内学会発表 51 内藤 俊夫,次世代mRNAワクチンの紹介と新型コロナウイルスワクチンの最新動向,第28回⽇本ワクチン学会・第65回⽇本臨床ウイルス学会,愛知県名古屋市,2024年10⽉26⽇

国内学会発表 52 城⼾秀倫, 鈴⽊⿇⾐, 横川博英, 内藤俊夫, ⼤腸がんと⾷事摂取内容との関連に関する検討, 第29回⽇本病院総合診療医学会学術集会, 東京都江東区, 2024年9⽉7〜9⽇



国内学会発表 53 久代聖⼦、⾦澤晶雄、坂⼊みずき、幅雄⼀郎、鈴⽊⿇⾐、内藤俊夫、感染性⼼内膜炎の治療中に細菌性⼼外膜炎を合併した⼀例、第73回⽇本感染症学会東⽇本地⽅会学術集会、東京都⽂京
区、2024年10⽉18⽇

国内学会発表 54 ⼤岸 陸, 笹野 央, 後藤研⼈, 久代聖⼦, 中村⽂⼦, ⾦井美紀, ピーク値及びトラフ値の2点採⾎を実施した後期⾼齢者のバンコマイシンTDMソフトウェア（PAT）を⽤いたAUCについての検討, 第73回
⽇本感染症学会東⽇本地⽅会学術集会/第71回⽇本化学療法学会東⽇本⽀部総会　合同学会, 東京都⽂京区, 2024年10⽉17~19⽇

国内学会発表 55 後藤研⼈, 久代聖⼦, ⾦井美紀, ⼤岸陸, 笹野央, ⼩倉直也, 横尾晴花, 内藤俊夫, 当院におけるBacillus cereus菌⾎症20例の輸液内容及び末梢ブドウ糖加アミノ酸輸液に対する医師の理解に
関する検討, 第73回⽇本感染症学会東⽇本地⽅会学術集会/第71回⽇本化学療法学会東⽇本⽀部総会　合同学会, 東京都⽂京区, 2024年10⽉17~19⽇

国内学会発表 56 ⽯川敏昭，城⼾秀倫，加藤俊介，がんゲノムプロファイリング検査の実臨床における有⽤性の進歩，第62回⽇本癌治療学会学術集会，福岡コンベンションセンター,福岡県福岡市,2024年10⽉24⽇
〜2024年10⽉26⽇

国内学会発表 57 湯浅駿, 鈴⽊⿇⾐, 鈴⽊礼⼦, 横川博英, 内藤俊夫, 東北地⽅地域住⺠の⿂類摂取頻度とうつ・抑うつ疑いとの関連に関する検討, 第83回⽇本公衆衛⽣学会学術集会, 北海道札幌市, 2024年
10⽉28~30⽇

国内学会発表 58 多胡雅毅、鋪野紀好、志⽔太郎、佐々⽊陽典、和⾜孝之、髙橋宏瑞、福⽥ゆい、⼤塚美紀、⽢利⾹織、症例検討から学ぶ診断推論戦略by JUGLER (特別編8) -エキスパートへの挑戦-、⽇本プライ
マリ・ケア連合学会佐賀県⽀部第9回学術集会佐賀県佐賀市,2024年11⽉2⽇

国内学会発表 59 ⻘嶋瑞樹, 久保⽥早苗, 鈴⽊⿇⾐, 内藤俊夫, ⻑時間作⽤型注射剤導⼊後のPLWHの意識の変化に関する調査, 第38回⽇本エイズ学会学術総会, 東京都新宿区, 2024年11⽉28〜30⽇

国内学会発表 60 内藤 俊夫, ⽥⼝ 直, Yi Piao, Soodi Navadeh, 原⽥ 圭輔, Lee Kuan Yeh,抗レトロウイルス療法(ART)レジメンのアドヒアランスと併⽤薬剤数との関連　⽇本のレセプトデータベース研究,第38回⽇
本エイズ学会学術集会,東京都新宿区,2024年11⽉29⽇

国内学会発表 61 鈴⽊ ⿇⾐, 久保⽥ 早苗, ⻘嶋 瑞樹, 福井 由希⼦, 内藤 俊夫,⻑時間作⽤型注射剤の⾄適⾎中濃度達成までに9ヵ⽉を要した⼀例,第38回⽇本エイズ学会学術集会,東京都新宿区,2024年11
⽉29⽇
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特別講演・
招待講演 1 奥原剛・江⼝泰正座⻑, ⽯川ひろの, ⽵林正樹, 江⼝泰正, 福⽥洋. 第4回⽇本ヘルスリテラシー学会学術集会シンポジウム︓健康⾏動の変容を促す「ナッジ×ヘルスリテラシー」, 職場における「ナッジ×ヘ

ルスリテラシー」の実践. ヘルスコミュニケーションウィーク2024,慶應義塾⼤学⽇吉キャンパス, 神奈川県横浜市, 2024年9⽉29⽇
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願・取得等 1 髙橋宏瑞、模擬装置・処理⽅法・プログラム、特願2024-229036


